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ゼミ活動報告 

「宮川ゼミ・忽那ゼミ・高橋ゼミ合同ゼミを行いました」 

氏名 松野 峻典 

 

11月3日大阪市立大学で、神戸大学の忽那ゼミ、岐阜聖徳学園大学の高橋ゼミ

とともに合同ゼミを行いました。今回の交流会の目的は、日頃それぞれのゼミ

で勉強している内容を発表し、発表側は聞き手側の意見を貰い、ブラッシュア

ップにつなげる。また、聞き手側は発

表者に有意義な意見を提示できるよう

に心がけるというものでした。 

交流会では、宮川ゼミ・忽那ゼミか

ら2本、高橋ゼミからは1本、計5本の研

究発表を行い、各チームのプレゼンテ

ーションを基に議論を繰り広げました。

宮川ゼミからはチームL&Mと私の属

するチームBFPがプレゼンを行いまし

た。私のチームでは、まさに今研究途

中ということもあり、今回の交流会で今後の研究につながるようなアイデアや、

ヒントを得られればと考えていましたが、プレゼンテーションが終わると、今

までの自分たちが考えもしなかった観

点からの分析や、研究方法についてなど

予想以上に様々な意見を頂くことがで

きました。 

宮川ゼミでは、普段のゼミでもそれぞ

れの研究に対して意見を出し、ブラッシ

ュアップにつなげるということを行っ

ていますが、今回はゼミの境界を越えて

意見交換が出来たことで、より多くの考

え方に触れることができ、今後研究を進

めていくにあたって、本当に貴重な時間

となりました。 

研究発表の後には、飲み会を行い、普

段のゼミの様子から、私生活についてま

で、色々な話で盛り上がり、お互いの親

睦を深めました。来年も、こうした交流

会を開きたいと強く感じた1日でした。 


